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　柏市では、病院主治医と在宅医が連携を密にし、患者さんの情報を共有しています。
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　市では、在宅医療・介護を含む、地域包括ケアシステムを早くからつくりあげ、全国から
注目されています。このコーナーでは、市内に暮らす「かしわ家」を例に、誰にでも起こりう
る問題と役立つ市の取り組みを、全９回にわたって楽しく分かりやすく紹介します。	

問地域医療推進課☎7197−1510

おじいちゃんが食道がんの手術を終えて退院し、訪問リハビリを利用することで
日常生活が円滑に送れていたのですが、1年後がんが再発し入院することになりました…

柏プロジェクト
　柏市では、超高齢社会に

向けて全国に先駆け、在宅医療
の推進に取り組んでいます。これまで研
修会や顔の見える関係会議を継続的に行
い、市内の医療機関や介護事業所等で在
宅医療に関わる人材育成と横つなぎの関
係性を作り上げることで、在宅での療養
を可能にしてきました。その結果、柏市
では年々在宅医療利用人数が増加してい
ます。

　入院中のかたは、病院主治医、医療ソー
シャルワーカーに、介護保険利用のかた
は、ケアマネジャーにご相談を。他にも、
かかりつけ医、地域包括支援センター、地
域医療連携センター等、さまざまな機関
で在宅医の相談が受けられます。

　訪問診療（在宅医療）では、定期的な診
療と体調が悪くなった時の臨時対応を行
います。在一朗さんは退院後、週１回の定
期的な訪問診療となりました。

　月4回の訪問診療＋在宅時医学総合管
理料　約7～8千円／月。臨時往診1回に
つき、約850～4千円※時間帯によって異
なります。
〈その他にかかる費用〉
　お薬代、医療機関によっては
交通費、検査や特別な治療（在宅
酸素療法など）がある場合など。
◎自己負担限度額（一般所得者）1万4千円／
月、8月から限度額が1万8千円に変更と
なります。限度額を超えた分は保険者
から償還されます。所得によって限度
額は異なります

　退院する時に、ご自宅で切れ目のないケアができるよう会議を行うことを退院時共同指導と
呼びます。連携する医療職・介護職が集まるので、驚くほどの人数になることもあります。
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在宅医療利用人数（月平均）
4年間で
約1.5倍


